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第１章 災害対策・防犯 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１１月１９日 第９回朝霞市総合計画審議会 資料３ 

③災害（地震・火災・
　水害）に強いまちづくり

④避難場所・避難道路の
　確保

2.地域防災力の強化 ①防災意識の高揚

1. 災害対策・防犯 1 .災害対策の推進 ①総合的な防災体制の強化

②防災施設などの整備

②消防団の充実

4.防犯のまちづくりの推進 ①防犯活動の充実

②防犯環境の整備

②自主防災活動の支援

③地域防災の連携

3.消防体制の充実 ①消防との連携

（１）災害対策の推進 

（３）消防体制の充実 

（２）地域防災力の強化 

（４）防犯のまちづくりの推進 
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１ 災害対策・防犯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な施策 

（１）災害対策の推進          

主担当課：危機管理室 

《現状と課題》 

近年、激甚な災害が各地で頻発している状況

から、災害発生時における迅速な対応や、災害

に強いまちづくりが求められています。 

災害の発生に備えるため、朝霞市地域防災計

画に基づき、災害種別や地域特性を考慮した活

動体制を確立していくとともに、防災関係機関

との協力 ・連携体制の強化を引き続き推進して

いく必要があります。  

また、地震、火災、水害など様々な災害によ

る被害を最小限に抑えられるよう、インフラ整

備を着実に進める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

《成果指標》 

指標名（単位）・説明 

■想定避難者数の1.5日分の備蓄食料確保率（％） 

地域防災計画に基づき市が備蓄すべき必要な総数 

現状値（Ｒ６見込） 目標値（Ｒ１２） 

100 100 

 

① 総合的な防災体制の強化 

市民との協働により、防災に関する課題の把

握や情報の共有化を積極的に進めます。朝霞市

地域防災計画や災害対策別マニュアルに基づ

き、災害種別や地域特性に考慮した全市的な活

動体制を確立するとともに、消防、自衛隊など

の防災関係機関との連携や災害協定締結団体

との協力体制の整備に努め、総合的な防災体制

の強化を図ります。 

 

② 防災施設などの整備 

災害時の迅速な応急対策を行うため、防災行

政無線などの設備や備蓄食料、資機材などの整

備、充実を図ります。 

 

③ 災害（地震・火災・水害）に強いまちづ

くり 

重要な都市基盤であるインフラ等について、

災害時に被害を最小限に抑えられるよう、必要

な補修・改修等を進めます。 

密集した市街地における防災性の向上、商業

業務地における不燃化を促進するとともに、旧

耐震建築物の耐震化やブロック塀等の安全対

策への支援を行います。 

集中豪雨などによる浸水被害の軽減対策を

進めます。 

上下水道施設の耐震化や老朽化施設の更新

を進めるとともに、災害時に飲料水を確保する

ため応急給水所の資機材の充実を図ります。 

 

 

 

《目指す姿》 

災害発生時の被害軽減を図るために、迅

速な対応が可能な防災体制を構築すると

ともに、予防対策、応急対策、復旧対策を

推進し、災害に強いまちを目指します。 

地域における防災意識 ・危機対応意識を

醸成し、市民とともに地域防災力の向上に

積極的に取り組むまちを目指します。 

犯罪発生の抑止力として地域コミュニ

ティによる防犯意識を高めます。また、防

犯環境づくりを進めることで、犯罪などが

起こりにくいまちを目指します。 
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防災関係機関との連携実施回数 回 2 2 2 2

防災啓発イベント実施回数 回 1 1 1 1

指標名 単位 R3 R4 R5 R6(見込)

 

 

 

 

④ 避難場所・避難道路の確保 

避難場所としての活用など、多様な機能を持

つオープンスペースの整備を行うとともに、朝

霞市無電柱化推進計画の推進や、避難道路や緊

急輸送道路となる幹線道路の整備を進めます。 

 

＜主な関連指標＞ 

備蓄食料の購入数（食） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域防災力の強化          

主担当課：危機管理室 

《現状と課題》 

地域防災力の向上には、自助 ・共助が不可欠

です。広報紙、防災啓発イベント、おとどけ講

座など様々な機会を捉え、市民一人ひとりの防

災意識を高めるとともに、自主防災活動を推進

していくことが必要です。 

 

《成果指標》 

 

 

 

 

① 防災意識の高揚 

近年頻発している、地震、集中豪雨などの自

然災害に対する防災意識を高めるとともに、自

助・共助の必要性を普及します。 

 

② 自主防災活動の支援 

災害時の被害を最小限にするため、自主防災

組織の結成促進に努めます。また、自主的に防

災訓練等を実施できるよう支援し、自主防災組

織の維持、活性化を図ります。災害時に自主防

災組織が、避難行動要支援者への適切な支援等

の防災活動を効果的に行えるよう、自主防災組

織連絡会議を開催し情報共有を図るとともに、

自主防災リーダーを育成します。 

 

③ 地域防災の連携 

災害時に地域において、迅速かつ適切な応急

活動が行えるように、自主防災組織をはじめ、

消防団、民生委員児童委員協議会などの連携体

制の醸成に努めます。 

 

＜主な関連指標＞ 

自主防災組織主催防災訓練等実施回数（回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名（単位）・説明 

■地域自主防災活動等事業費補助金交付率（％） 

自主防災組織を対象とした防災訓練開催、資機材等の整

備に係る費用の一部補助制度の交付率 

現状値（Ｒ６見込） 目標値（Ｒ１２） 

100 100 
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指標名 単位 R3 R4 R5 R6(見込)

26

防災訓練実施回数 回 10 10 1 10

防火地域・準防火地域の指定地区数（地
区）

地区 10 10 10 10

緊急輸送道路（市道）の用地取得面積 ㎡ 37 0 142

【関連する個別計画等】 

・朝霞市地域防災計画（令和７年度～） 

・国民保護計画（令和４年度～） 

・国土強靭化地域計画（令和４年度～） 

・朝霞市無電柱化推進計画（令和２年度～） 

・第４次朝霞市防犯推進計画（令和３年度～令和７年度） 
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（３）消防体制の充実          

主担当課：危機管理室 

《現状と課題》 

消防救急業務は、平成１０年（１９９８年）

１０月から本市及び志木市、和光市、新座市で

広域化され、朝霞地区一部事務組合埼玉県南西

部消防局で行っており、引き続き消防救急体制

を支援していく必要があります。また、災害時

の防災、減災のため、地域防災の要である消防

団員を安定的に確保し、消防団員の災害対応能

力の向上を図るとともに、計画的に資機材等の

整備充実を図っていく必要があります。 

《成果指標》 

 

① 消防との連携 

消防と連携を図り、高度化する消防救急業務

を支援します。 

② 消防団の充実 

消防団による効果的な防災、消防活動を支援

するため、消防団員を確保するとともに、消防

団員の技術向上に努めます。また、近年、多発

している自然災害に対応するため、老朽化して

いる消防団詰所を計画的に整備するとともに、

消防車両や資機材の整備、充実に努めます。 

＜主な関連指標＞ 

消防団員への講習・研修実施回数（回） 

 

 

 

 

 

 

 

（４）防犯のまちづくりの推進       

主担当課：危機管理室 

《現状と課題》 

 市民意識調査をはじめとする各種調査にお

いて、安全 ・安心な暮らしを求める声は非常に

多く、市民にとって安全な生活が維持されるこ

とは、朝霞市の魅力づくりにとって欠かせない

要素となっています。また、高度化 ・複雑化す

る犯罪傾向を踏まえ、時代に即した防犯対策が

できるよう、防犯推進計画の更新や啓発を更に

進めるとともに、地域の防犯環境を整備し、犯

罪の起きにくいまちづくりを引き続き推進し

ていく必要があります。 

 

《成果指標》 

指標名（単位）・説明 

■市内における人口1,000人当たりの刑法犯認知件数

（件） 

埼玉県警本部が公表した、市内で発生した犯罪の認知件

数 

現状値（Ｒ６見込） 目標値（Ｒ１２） 

5.44 4.5 

 

① 防犯活動の充実 

朝霞市防犯推進計画に基づいて、警察署及び

その他の関係機関との連携の下、複雑巧妙化す

る犯罪などの防犯情報を市民に提供し、防犯意

識の高揚に努めます。 

 また、防犯パトロールやスクールガードなど

による地域の自主的な防犯活動の支援に努め

ます。 

 

② 防犯環境の整備 

防犯灯や道路照明灯等を適正に設置するほ

か、危険個所を把握し対応するなど、安全で安

心なまちづくりを推進します。 

 また、道路や公園等の整備に際しては、見通

しを良くするなど周辺建物との配置の関係を

考慮し、防犯の視点を計画段階から取り入れた

整備を進めます。 

指標名（単位）・説明 

■消防団の充足率（％） 

消防団員定数（138名）に対する充足率 

現状値（Ｒ６見込） 目標値（Ｒ１２） 

92 100 
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指標名 単位 R3 R4 R5 R6（見込）

朝霞地区一部事務組合負担金の負担率 ％ 100 100 100 100
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＜主な関連指標＞ 

自主防犯パトロール団体数（団体） 
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防犯に係る補助金交付団体数 団体 64 64 64 64

R6(見込)指標名 単位 R3 R4 R5


